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【研究プロジェクト名および概要】 

Ⅰ. ヒトレトロウイルス（HIV-1, HTLV-1）の持続潜伏感染機序に関する研究 

 

Ⅱ. 次世代シークエンサーおよびシングルセル解析による HTLV-1, HIV-1 病原性解明研究 

 

Ⅲ. ヒトパピローマウイルス、牛白血病ウイルスなど、ウイルス発がんメカニズム解明研究 

 

Ⅳ．新型コロナウイルス全ウイルスゲノム解析及び変異ウイルス新規変異ウイルス検査法開発 

 

 Human immunodeficiency virus (HIV-1)感染症は世界の３大感染症と捉えられています。抗ウイルス薬

の進歩にもかかわらず、感染者からのウイルス排除は極めて困難であり、現代医学が抱える未解決課題の

１つに挙げられます。また、同じくヒトレトロウイルスである human T-cell leukemia virus (HTLV-1)

は、九州沖縄に感染者が多く存在し、難治性白血病を引き起こす病原性を持っています。 

近年世界的流行となっている新型コロナウイルス研究にも力を入れており、ウイルス全ゲノム配列解析

を通し地域に貢献するとともに、新規変異ウイルスモニタリング検査法開発に取り組んでいます

（Communications Medicine 2024）。 

当分野では、次世代シークエンサーなどシングルセル解析など先端的研究手法を活用し、従来の研究手

法では得られなかったブレークスルーとなる新知見を取得しその成果を発表してきました（PNAS 2016, 

Cell Reports 2019, JCI 2021,Cell Reports Methods 2021, Nat Commun 2022）。 

今後もウイルス感染症の問題克服に貢献することを目標にして、日々研究に取り組んでまいります。  
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【特殊技術・特殊装置】  

1. 次世代シークエンサーを用いたレトロウイルス組み込み部位解析  

2. P３細胞培養室（ヒトレトロ研３階）  

3. 次世代シークエンサー（イルミナ MiSeq: ヒトレトロ研４階、イルミナ NextSeq:発生研共通機器） 

4. 次世代シークエンスデータ解析サーバー  

5. デジタル PCR（総研） 

6. DNA 破砕装置 (Bioruptor、Picoruptor) （ヒトレトロ研３階） 

7. マルチカラーセルソーター（ヒトレトロ研共通機器） 

8.  シングルセルトランスクリプトーム解析（10x Genomics 社） 
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